
令和５年４月１日現在

23 分団

0 分団

0 隊

121 部

11 班

1,850 人

1,599 人

1,581 人

18 人

1,426 人

0 人

173 人

1 人

95 人

14 人

81 人

106 人

52 人

13 人

1,384 人

41 台

0 台

88 台

2 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

0198-22-5549

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 岩手県
所在地

〒025-0098

市町村名 花巻市 花巻市材木町１２番６号

消防団事務所管 花巻市消防本部 電話番号（直通） 0198-22-6122 FAX

消防団名 花巻市消防団 メールアドレス fd-hana@city.hanamaki.iwate.jp

組
織

分団数 ホームページURL http://www.city.hanamaki.iwate.jp/shimin/190/196/p000244.html

うち機能別分団数
SNSアカウント

Facebook　：　花巻市消防本部消防団（hanamaki119)

方面隊数 インスタグラム　：　花巻市消防本部・消防団（hanamaki119)

部数
消防団活動事例・

PR等班数

団
員
数

条例定数

・商業施設等における勧誘活動
　各屯所や公共施設でのポスター（消防団員募集）掲示や民間企業の協力を得て、店
舗に設置している店頭ディスプレイによる掲示を行っています。

・消防団協力事業所表示制度
　地域防災力の充実強化等の一層の推進を図るため、花巻市消防団の活動に対し積
極的に協力している事業所を「消防団協力事業所」に認定し、市内22事業所に表示証
を交付しています。

・花巻市消防団応援事業
　消防団員やその家族等に対する福利厚生の充実、地域防災力の向上及び地域の
活性化を図るため、消防団員とその家族に各種サービスや割引等の提供をしていた
だけるよう、消防団応援事業制度を設け、市内127事業所から協賛をいただいている。
このことから協賛店をホームページ等で紹介することにより、社会貢献のお店としてイ
メージアップや集客効果に期待できるものと考えています。

・広報誌等への掲載
　広報はなまき、市ホームページ、ＦＭで消防団員募集を行うと共に、消防団に関する
情報を発信しています。

・SNSを用いた消防団活動PR
　令和3年11月からフェイスブックやインスタグラムを活用し、消防に関する様々な情報
を発信しており、消防団活動に対するイメージアップを図っています。

・処遇改善
　消防団員やその家族の負担を可能な限り軽減できるよう、行事等の見直しを行って
います。

・岩手県立大学との協働研究（令和4年4月～令和6年3月）
　全国的に深刻となっている「消防団の担い手不足」という課題を、大学での専門的知
見や、斬新な学生の視点から課題解決の緒を見出していきます。具体的には、今後の
消防団の担い手となる「若年層（未入団者）の持つ消防団へのイメージ」、「現役消防
団員が抱える消防団活動を継続する上での課題点」、「持続可能な消防団の活動体
制の在り方」等をインタビュー・アンケート調査、先行事例調査等を通じて明らかにして
いきます。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


